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石
　
原
　
伸
　
一

は
じ
め
に

孟
子
曰
、
仁
人
心
也
。
義
人
路
也
。
舎
其
路
而
弗
由
。
放
其
心
而
不
知
求
。
哀
哉
。
人
有
鶏
犬
放
、
則
知
求
之
。
有
放
心
、
而
不
知
求
。

学
問
之
道
無
他
。
求
其
放
心
而
已
矣
。（『
孟
子
』
告
子
篇
上
第
一
一
章
）

周
知
の
通
り
、孔
子
の
後
継
者
を
自
認
す
る
孟
子
は
、孔
子
の
「
仁
」
の
思
想
を
「
仁
義
」
に
発
展
せ
し
め
、「
仁
義
」
の
失
わ
れ
た
「
放
心
」

の
状
態
を
警
戒
し
な
が
ら
、
同
時
に
学
問
の
必
要
性
を
唱
え
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
有
名
な
条
に
つ
い
て
、
南
宋
の
朱
子
〈
一
一
三
〇
～
一
二
〇

〇
〉
は
以
下
の
注
釈
を
残
し
て
い
る
。

程
子
曰
、
心
至
重
、
鶏
犬
至
軽
。
鶏
犬
放
、
則
知
求
之
。
心
放
、
則
不
知
求
。
豈
愛
其
至
軽
、
而
忘
其
至
重
哉
。
弗
思
而
已
矣
。
愚
謂
、

上
兼
言
仁
義
、
而
此
下
専
論
求
放
心
者
、
能
求
放
心
、
則
不
違
於
仁
、
而
義
在
其
中
矣
。
学
問
之
事
固
非
一
端
。
然
其
道
則
在
於
求
其
放

心
而
已
。
蓋
能
如
是
則
志
気
清
明
、
義
理
昭
著
、
而
可
以
上
達
。
不
然
則
昏
昧
放
逸
、
雖
曰
従
事
於
学
、
而
終
不
能
有
所
発
明
矣
。
故
程

宋
明
思
想
に
お
け
る
人
間
観

　
　
―『
論
語
』
下
学
而
上
達
章
の
解
釈
を
中
心
に
―



−2−

子
曰
、
聖
賢
千
言
万
語
只
是
欲
人
将
已
放
之
心
、
約
之
使
反
復
入
身
来
。
自
能
尋
向
上
去
、
下
学
而
上
達
也
。
此
乃
孟
子
開
示
切
要
之
言
。

程
子
又
発
明
之
、
曲
尽
其
指
。
学
者
宜
服
膺
而
勿
失
也
。（『
孟
子
集
注
』
巻
一
三
）

筆
者
は
以
前
こ
の
孟
子
の
言
葉
が
宋
代
明
代
の
人
士
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
自
己
の
哲
学
を
創
出
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ

た
の
か
と
い
う
問
題
を
立
て
、『
孟
子
』
解
釈
史
と
し
て
、
歴
代
の
注
釈
書
を
整
理
し
た
経
験
を
持
つ
が
【
注
一
】、
今
再
読
し
て
み
る
と
、
朱

子
学
的
解
釈
の
決
定
版
と
も
言
う
べ
き
『
集
注
』
に
、
程
明
道
〈
一
〇
三
二
～
一
〇
八
五
〉
の
説
「
聖
賢
の
千
言
万
語
は
只た
是
だ
人
已
に
放
て

る
の
心
を
将も

つ

て
、
之
れ
を
約
し
反
復
し
て
身
に
入
り
来
た
ら
使し

め
ん
と
欲
す
。
自

み
づ
か

ら
能
く
尋
ね
向
上
し
去ゆ

か
ば
、
下
学
し
て
上
達
す
る
な
り
」

（『
程
子
遺
書
』
巻
一
）
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
し
ま
う
。

朱
子
学
は
四
書
学
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
四
書
の
解
釈
を
通
し
て
自
己
の
思
想
を
組
み
立
て
且
つ
正
当
化
し
、
体
系
的
学
問
を
打
ち
立
て
た
。
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、『
孟
子
』
解
釈
は
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、『
論
語
』『
大
学
』『
中
庸
』
の
解
釈
と
関
連
し
あ
っ
て
い
る
。

事
実
こ
の
程
明
道
の
説
は
、
以
下
の
孔
子
の
言
葉
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

子
曰
、
莫
我
知
也
夫
。
子
貢
曰
、
何
為
其
莫
知
子
也
。
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
学
而
上
達
、
知
我
者
其
天
乎
。（『
論
語
』
憲
問
篇

第
三
七
章
）

本
稿
は
、
こ
の
条
の
「
下
学
而
上
達
」
と
い
う
語
句
に
着
目
し
、
そ
の
解
釈
の
正
確
な
読
み
を
た
ど
り
な
が
ら
、
宋
代
明
代
の
人
士
の
人
間

観
の
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

尚
、
宋
代
明
代
に
書
か
れ
た
四
書
の
注
釈
書
は
膨
大
で
あ
り
、
筆
者
の
調
査
結
果
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
宋
代
は

朱
子
の
解
釈
を
中
心
に
、
ま
た
明
代
は
王
学
左
派
の
解
釈
を
中
心
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。
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（
一
）

朱
子
の
解
釈
を
取
り
扱
う
前
に
、朱
子
学
の
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
北
宋
の
二
程
兄
弟
の
説
を
あ
げ
た
い
。
文
献
は
朱
子
が
『
集
注
』

を
作
成
す
る
過
程
で
、
北
宋
儒
者
の
説
を
集
め
た
『
論
語
精
義
』（
巻
七
下
）
を
用
い
る
。

は
じ
め
に
程
明
道
か
ら
。
朱
子
が
『
精
義
』
に
採
用
し
た
程
明
道
の
説
は
全
部
で
四
条
あ
る
。
一
条
目
か
ら
順
に
列
挙
し
て
み
る
。

明
道
曰
は
く
、
下
学
し
て
上
達
す
、
と
。
意
は
言
の
表
に
在
る
な
り
、
と
。

又
た
曰
は
く
、
下
自よ

り
し
て
上
に
達
す
る
者
は
、
唯た

だ
造
次
に
も
必
ず
是こ

こ

に
於
て
し
、
顛
沛
に
も
必
ず
是
に
於
て
す
、
と
。

又
た
曰
は
く
、
釈
氏
は
唯た

だ
上
達
を
務
む
る
の
み
に
し
て
、
下
学
無
し
。
然
ら
ば
則
ち
其
の
上
達
す
る
処
は
、
豈
に
是ぜ

有
ら
ん
や
。
元も

と

相
ひ
連
属
せ
ず
、
但た

だ
間
断
有
る
の
み
な
れ
ば
、
則
ち
道
に
非
ざ
る
な
り
、
と
。

明
道
曰
、
下
学
而
上
達
。
意
在
言
表
也
。（『
程
氏
遺
書
』
巻
一
一
）

又
曰
、
自
下
而
上
達
者
、
唯
造
次
必
於
是
、
顛
沛
必
於
是
。

又
曰
、
釈
氏
唯
務
上
達
、
無
下
学
。
然
則
其
上
達
処
、
豈
有
是
也
。
元
不
相
連
属
、
但
有
間
断
、
則
非
道
也
。（『
程
氏
粋
言
』
巻
一
）

第
一
条
目
は
、『
集
注
』
に
も
採
用
さ
れ
た
程
明
道
の
重
要
な
説
で
あ
る
。

第
二
条
目
か
ら
は
工
夫
論
の
順
序
と
し
て
は
下
学
が
上
達
に
先
行
す
る
こ
と
、
第
三
条
目
か
ら
は
両
者
は
相
い
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
い

き
な
り
「
上
達
」
に
入
る
仏
教
の
説
は
道
に
悖
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
工
夫
（
為
学
）
に
は
手
順
が
あ
る
、
階
梯
を
践

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
条
の
後
に
冒
頭
で
引
い
た
学
問
求
放
心
章
の
解
釈
「
聖
賢
千
言
万
語
只
是

欲
人
将
已
放
之
心
、
約
之
使
反
復
入
身
来
。
自
能
尋
向
上
去
、
下
学
而
上
達
也
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
程
明
道
は
心
に
対
す
る
工
夫
を
学
の
中
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心
に
据
え
た
の
で
あ
る
。

弟
の
程
伊
川
〈
一
一
三
三
～
一
一
〇
七
〉
は
、
こ
う
し
た
程
明
道
よ
り
も
具
体
性
を
帯
び
、
工
夫
の
あ
り
方
を
説
い
て
い
る
。

或
る
ひ
と
曰
は
く
、
古
へ
の
人
に
教
ふ
る
と
き
、
必
ず
洒
埽
・
応
対
・
進
退
を
先
に
す
る
、
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
下
学
し
て
上
達
す

る
は
、
夫
婦
の
愚
と
雖
も
以
て
与と

も

に
知
る
可べ

き
者
に
し
て
、
其
の
至
る
に
及
び
て
や
、
聖
人
と
雖
も
知
ら
ざ
る
所
有
る
な
り
。
今
夫
れ
処

に
居
り
て
は
恭
、
事
を
執
り
て
は
敬
、
衆
人
は
之
れ
を
能
く
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
彼
の
聖
賢
の
聖
賢
為た

る
所
以
の
者
も
、
亦
た
豈
に
是

れ
に
外
れ
ん
や
。
然
れ
ど
も
卒つ

ひ

に
衆
人
と
異
な
る
者
、
衆
人
は
習
ひ
致
し
て
察

つ
ま
び
ら

か
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
上
達
す
る
能
は
ざ
る
の
み
。
夫

れ
惟た

だ
終
身
之
れ
に
由
り
て
其
の
道
を
知
ら
ざ
る
の
み
。
故
に
曰
は
く
、
人
飲
食
せ
ざ
る
莫
き
も
、
能
く
味
を
知
る
こ
と
鮮

す
く
な

き
な
り
、
と
。

或
曰
、
古
之
教
人
、
必
先
於
洒
埽
応
対
進
退
、
何
也
。
曰
、
下
学
而
上
達
、
雖
夫
婦
之
愚
可
以
与
知
者
、
及
其
至
也
、
雖
聖
人
有
所

不
知
也
。
今
夫
居
処
恭
、
執
事
敬
、
雖
衆
人
能
之
、
然
彼
聖
賢
之
所
以
為
聖
賢
者
、
亦
豈
外
是
哉
。
然
卒
異
於
衆
人
者
、
以
衆
人
習

不
致
察
、
不
能
上
達
耳
。
夫
惟
終
身
由
之
而
不
知
其
道
。
故
曰
、
人
莫
不
飲
食
也
、
鮮
能
知
味
也
。

「
洒
埽
応
対
進
退
」「
居
処
恭
」「
執
事
敬
」
な
ど
は
形
あ
る
工
夫
の
姿
で
あ
る
。「
以
衆
人
習
不
致
察
、
不
能
上
達
耳
」
の
発
言
は
、
工
夫
を

積
み
上
げ
て
道
理
を
明
ら
か
に
し
続
け
れ
ば
、
聖
人
賢
者
で
は
な
く
て
も
、
必
ず
高
い
極
致
に
到
達
す
る
と
い
う
読
み
方
も
で
き
る
。
人
間
の

可
能
性
を
信
頼
し
た
説
と
も
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
朱
子
の
心
性
論
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
次
の
発
言
も
見
逃
せ
な
い
。

伊
川
曰
は
く
、
学
ば
ん
と
す
る
者
は
須
ら
く
下
学
し
て
上
達
す
る
の
語
を
守
る
べ
し
。
乃
ち
学
の
要
な
り
。
下
に
人
事
を
学
め
ば
、
便
ち

是
れ
上
に
天
理
に
達
す
、
と
。 

又
た
曰
は
く
、
天
を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
と
。
理
に
在
り
て
は
当
に
此
く
の
如ご

と

く
あ
る
べ
し
、
と
。
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須
ら
く
是
れ
内
外
の
道
を
合
し
、
天
人
を
一
と
し
、
上
下
を
斉ひ

と

し
く
し
、
下
学
し
て
上
達
す
べ
し
。
高
明
を
極
め
て
中
庸
に
道よ

る
。

伊
川
曰
、
学
者
須
守
下
学
上
達
之
語
。
乃
学
之
要
。
下
学
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。（『
程
氏
遺
書
』
巻
二
上
）

又
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
。
在
理
当
如
此
。（『
程
氏
外
書
』
巻
二
） 

須
是
合
内
外
之
道
、
一
天
人
、
斉
上
下
、
下
学
而
上
達
。
極
高
明
而
道
中
庸
。（『
程
氏
遺
書
』
巻
三
）

最
初
の
一
条
は
、
前
掲
し
た
程
明
道
の
説
と
と
も
に
『
集
注
』
に
採
用
さ
れ
た
。
学
問
の
要
諦
で
あ
る
。

朱
子
学
に
お
け
る
心
性
論
の
中
核
は
、「
理
」
で
あ
る
。
理
を
説
い
た
二
条
目
も
『
集
注
』
に
採
ら
れ
た
。
論
語
本
文
で
「
天
」
の
言
及
が

あ
る
以
上
、
天
人
合
一
の
流
れ
に
な
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。「
下
学
＝
人
事
」「
上
達
＝
天
理
」
の
区
分
け
を
し
な
が
ら
も
、
両
者
を
つ

な
ぐ
も
の
は
や
は
り
理
で
あ
る
。
最
後
の
条
も
天
人
の
合
一
に
触
れ
、
道
徳
実
践
と
し
て
高
明
を
極
め
て
ゆ
き
な
が
ら
「
中
庸
」
の
徳
に
依
拠

す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
条
に
関
し
て
は
、
朱
子
は
な
ぜ
か
『
精
義
』
の
採
用
す
ら
見
送
っ
た
。

以
上
、
二
程
兄
弟
の
説
を
あ
げ
た
が
、
朱
子
は
「
程
子
至
、
宜
深
味
之
」（『
或
問
』）
と
賞
賛
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
う
し
た
評
価
と
対
照

的
に
手
厳
し
い
非
難
、「
其
過
益
甚
、
与
夫
子
之
意
相
反
」（
同
上
）
を
浴
び
た
の
は
謝
良
佐
〈
一
〇
五
〇
～
一
一
〇
三
〉
で
あ
っ
た
。『
精
義
』

所
引
の
説
を
あ
げ
る
。

謝
曰
は
く
、
天
人
・
物
我
・
上
下
、
本も

と
二
理
無
し
。
天
を
怨
み
ざ
れ
ば
、
則
ち
天
と
一
に
為な

り
て
怨
む
可べ

く
無
し
。
人
を
尤
め
ざ
れ
ば
、

則
ち
人
と
一
に
為な

り
て
尤
む
可べ

く
無
し
。
下
学
し
て
上
達
す
れ
ば
、
則
ち
上
下
は
一
な
り
。
此
く
の
如ご

と

く
ん
ば
、
則
ち
人
我
を
知
ら
ず
と

雖
も
、
我
其
れ
自

み
づ
か

ら
知
る
。
我
天
と
一
に
為な

る
。
之
れ
を
天
知
る
と
謂
ふ
も
亦
た
可
な
り
、
と
。

或
る
ひ
と
儒
仏
の
弁
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
吾
が
儒
は
下
学
し
上
達
し
、
理
を
窮
む
る
こ
と
の
至
り
、
自
然
に
道
と
天
と
を
一
と
為な

す
こ
と

を
見し

め

す
。
故
に
孔
子
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
、
と
。
天
を
以
て
我
と
為
す
な
り
。
仏
氏
は
理
に
従
ひ
来
た
ら
ず
、
故
に
自

み
づ
か
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ら
信
ぜ
ず
。
必
ず
人
の
証
明
す
る
を
待
ち
て
後
に
信
ず
、
と
。

又
た
曰
は
く
、
学
は
須
ら
く
先ま

づ
理
の
上
に
従よ

り
学
び
、
人
の
理
を
尽
く
し
、
斯こ

こ

に
天
の
理
を
尽
く
し
、
学
は
斯こ

こ

に
達
す
べ
し
。
下
学
し

て
上
達
す
、
と
。
其
の
意
は
此
く
の
如ご

と

し
。
故
に
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
、
と
。

謝
曰
、
天
人
物
我
上
下
、
本
無
二
理
。
不
怨
天
、
則
与
天
為
一
無
可
怨
。
不
尤
人
、
則
与
人
為
一
無
可
尤
。
下
学
而
上
達
、
則
上
下

一
矣
。
如
此
、
則
人
雖
不
我
知
、
我
其
自
知
矣
、
我
与
天
為
一
。
謂
之
天
知
亦
可
。

或
問
儒
仏
之
弁
。
曰
、
吾
儒
下
学
上
達
、
窮
理
之
至
、
自
然
見
道
与
天
為
一
。
故
孔
子
曰
、
知
我
者
其
天
乎
。
以
天
為
我
也
。
仏
氏

不
従
理
来
、
故
不
自
信
。
必
待
人
証
明
而
後
信
。

又
曰
、
学
須
先
従
理
上
学
、
尽
人
之
理
、
斯
尽
天
之
理
、
学
斯
達
矣
。
下
学
而
上
達
。
其
意
如
此
。
故
曰
、
知
我
者
其
天
乎
。（『
上

祭
語
録
』
巻
二
）

仏
教
の
説
に
経
書
解
釈
を
通
し
て
意
義
を
唱
え
る
の
は
儒
教
の
常
套
手
段
で
あ
り
、
事
実
程
明
道
の
説
に
も
下
学
を
無
視
し
て
上
達
に
進
む

仏
教
の
説
が
非
難
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
謝
良
佐
も
仏
教
を
攻
撃
し
、
な
お
か
つ
「
我
与
天
為
一
」
と
一
体
化
を
説
い
て
い
る
。

だ
が
、
朱
子
は
謝
良
佐
の
「
下
学
＝
人
理
」「
上
達
＝
天
理
」
と
い
う
点
に
納
得
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
謝
良
佐
に
対
す
る
批
判

に
つ
い
て
は
、
次
節
で
朱
子
の
解
釈
を
考
察
す
る
と
き
に
再
度
取
り
あ
げ
た
い
。

（
二
）

そ
れ
で
は
、
以
上
の
北
宋
儒
者
の
諸
説
を
踏
ま
え
て
、
朱
子
自
身
は
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
打
ち
立
て
た
か
で
あ
る
。
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最
初
に
『
集
注
』
の
補
完
的
書
物
と
も
言
う
べ
き
『
論
語
或
問
』（
巻
一
四
）
に
載
る
朱
子
の
発
言
を
追
っ
て
み
た
い
。

朱
子
は
「
下
学
而
上
達
」
を
身
近
な
自
己
修
養
、
そ
の
果
て
に
は
天
（
天
理
）
と
の
一
致
が
あ
る
と
見
な
し
た
。

或
る
ひ
と
問
ふ
、
怨
み
ず
尤
め
ず
、
下
学
し
上
達
す
、
何
を
以
て
人
は
之
れ
を
知
る
こ
と
莫
く
し
て
、
天
は
遍
く
之
れ
を
知
る
か
、
と
。

曰
は
く
、
其
れ
怨
み
ず
尤
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
人
に
責
め
ず
し
て
之
れ
を
己
に
責
む
。
其
れ
下
に
人
事
を
学
べ
ば
、
則
ち
又
た
之
れ

を
遠
き
に
求
め
ず
し
て
之
れ
を
近
き
に
求
む
。
此
れ
固
よ
り
人
に
与
す
る
こ
と
無
く
し
て
、
俗
に
駭
せ
ら
れ
ず
。
人
も
亦
た
何
ぞ
自

み
づ
か

ら

し
て
之
れ
を
知
ら
ん
や
。
其
の
上
達
に
及
び
て
天
と
一
に
為な

れ
ば
、
則
ち
又
た
人
の
及
び
知
る
所
の
者
に
非
ざ
る
も
、
独
り
天
理
の
相
ひ

関
す
る
に
於
る
に
有
る
の
み
。
此
れ
人
之
れ
を
知
る
莫
く
し
て
天
独
り
之
れ
を
知
る
所
以
な
り
、
と
。

或
問
、
不
怨
不
尤
、
下
学
上
達
、
何
以
人
莫
之
知
、
而
天
遍
知
之
。
曰
、
其
不
怨
不
尤
也
、
則
不
責
之
人
而
責
之
己
。
其
下
学
人
事

也
、
則
又
不
求
之
遠
而
求
之
近
。
此
固
無
与
於
人
、
而
不
駭
於
俗
矣
。
人
亦
何
自
而
知
之
耶
。
及
其
上
達
而
与
天
為
一
焉
、
則
又
有

非
人
之
所
及
知
者
、
而
独
於
天
理
之
相
関
耳
。
此
所
以
人
莫
之
知
而
天
独
知
之
也
。

学
の
主
体
は
自
己
で
あ
り
、
大
事
な
も
の
は
近
く
に
あ
る
、
こ
れ
は
『
論
語
』
頻
出
の
修
養
論
で
あ
る
。
朱
子
は
こ
の
修
養
論
を
ベ
ー
ス
に

理
の
世
界
を
理
論
的
に
構
築
し
て
ゆ
く
。
同
じ
く
『
或
問
』
か
ら
引
く
。
謝
良
佐
批
判
に
も
言
及
し
て
い
る
。

曰
は
く
、
下
学
し
て
上
達
す
る
者
は
、
始
め
は
下
に
学
び
て
、
之
れ
を
上
達
に
卒を

ふ
る
を
言
ふ
の
み
。
今
程
子
は
以お

為も

へ
ら
く
、
下
に
人

事
を
学
べ
ば
便
ち
是
れ
上
に
天
理
に
達
す
、
と
。
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
学
ば
ん
と
す
る
者
は
夫
の
人
事
、
形
而
下
な
る
者
を
学
ぶ
。

而し
か

る
に
其
れ
事
の
理
は
、
則
ち
固
よ
り
天
の
理
な
り
、
形
而
上
な
る
者
な
り
。
是
の
事
を
学
び
て
其
の
理
に
通
ず
れ
ば
、
即
ち
夫
の
形
而

下
な
る
者
に
し
て
、
其
の
形
而
上
な
る
者
を
得
た
り
。
天
理
に
達
す
る
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
然
ら
ば
則
ち
謝
氏
の
以
て

下
学
は
人
の
理
、
上
達
は
天
の
理
と
為
す
者
は
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
既
に
理
と
曰
は
ば
、
則
ち
天
人
の
異
な
る
こ
と
無
く
、
其
の
此
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に
学
ぶ
を
待
た
ず
し
て
彼
に
通
ず
る
な
り
、
と
。

曰
、
下
学
而
上
達
者
、
言
始
也
下
学
、
而
卒
之
上
達
云
爾
。
今
程
子
以
為
下
学
人
事
便
是
上
達
天
理
、
何
耶
。
曰
、
学
者
学
夫
人
事

形
而
下
者
。
而
其
事
之
理
、
則
固
天
之
理
也
、
形
而
上
者
也
。
学
是
事
而
通
其
理
、
即
夫
形
而
下
者
、
而
得
其
形
而
上
者
焉
。
非
達

天
理
而
何
哉
。
曰
、
然
則
謝
氏
以
為
下
学
人
理
、
上
達
天
理
者
、
如
何
。
曰
、
既
曰
理
矣
、
則
無
天
人
之
異
、
不
待
其
学
於
此
而
通

於
彼
也
。

こ
の
問
答
は
程
伊
川
の
理
に
関
す
る
質
問
か
ら
入
っ
て
い
る
。
朱
子
は
「
下
学
＝
人
事
＝
形
而
下
」
と
「
上
達
＝
天
理
＝
形
而
上
」
と
の
両

者
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
形
而
下
に
あ
る
事
の
理
を
学
べ
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
形
而
上
の
理
に
達
す
る
と
解
釈
す
る
。
両
者
は
表
裏
一
体
、

理
の
一
致
で
あ
る
。
朱
子
は
程
伊
川
の
「
下
学
人
事
便
是
上
達
天
理
」
の
説
を
掘
り
下
げ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
謝
良
佐
の
「
下
学
＝
人
理
」

「
下
学
＝
人
理
」
の
解
釈
を
朱
子
が
批
判
し
た
の
は
、
上
下
分
断
、
理
の
分
断
を
招
く
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
下
学
而
上
達
」
章
は
朱
子
教
団
に
お
い
て
も
活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。（『
朱
子
語
類
』
巻
四
四
）

問
ふ
、
天
を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
下
学
し
て
上
達
す
。
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
、
と
。
知
と
は
、
恐
ら
く
は
是
れ
天
と
契
合
す
、

是
れ
真
の
個
の
知
覚
に
有
ら
ざ
る
や
否
や
、
と
。
先
生
曰
は
く
、
又
た
知
覚
の
似ご

と

く
、
又
た
知
覚
の
似
く
な
ら
ず
、
這こ

裏こ

も
也ま

た
説
き
難

し
。
天
を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
と
。
聖
人
は
都み

な
己
と
相
ひ
干
せ
ず
。
聖
人
は
只た
是
だ
下
学
を
理
会
し
て
、
自
然
に
上
達
す
る
の
み
。

下
学
は
是
れ
只
だ
這こ

裏こ

に
の
み
立
脚
し
在
り
て
、
上
達
は
是
れ
見
識
の
自
然
に
超
え
詣い

た

る
。
到
り
得
て
後の

来ち

、
上
達
は
便
ち
只た
是
だ
這
の

下
学
な
り
。
元も

と
相
ひ
離
れ
ず
。
下
学
と
は
、
下
に
此
の
事
を
学
び
、
上
達
と
は
、
上
に
此
の
理
に
達
す
、
と
。
問
ふ
、
聖
人
も
亦
た
下

学
有
り
、
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
聖
人
は
是
れ
生
知
と
雖
も
、
亦
た
何
ぞ
嘗
て
学
ば
ざ
る
。
太
廟
に
入
り
て
は
、
事
毎ご

と

に
問
ふ
、
吾
十
有

五
に
し
て
学
に
志
す
の
如ご

と

き
は
、
便
ち
是
れ
学
な
り
、
と
。
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問
、
不
怨
天
、
不
尤
人
、
下
学
而
上
達
。
知
我
者
其
天
乎
。
知
、
恐
是
与
天
契
合
、
不
是
真
有
個
知
覚
否
。
先
生
曰
、
又
似
知
覚
、

又
不
似
知
覚
。
這
裏
又
難
説
。
不
怨
天
、
不
尤
人
。
聖
人
都
不
与
己
相
干
。
聖
人
只
是
理
会
下
学
、
而
自
然
上
達
。
下
学
是
立
脚
只

在
這
裏
、
上
達
是
見
識
自
然
超
詣
。
到
得
後
来
、
上
達
便
只
是
這
下
学
。
元
不
相
離
。
下
学
者
、
下
学
此
事
、
上
達
者
、
上
達
此
理
。

問
、
聖
人
亦
有
下
学
、
如
何
。
曰
、
聖
人
雖
是
生
知
、
亦
何
嘗
不
学
。
如
入
太
廟
、
毎
事
問
、
吾
十
有
五
而
志
於
学
、
便
是
学
也
。（
董

銖
録
）

天
と
の
契
合
と
い
う
説
は
、朱
子
学
系
統
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
解
釈
で
あ
る
。
聖
人
と
て
下
学
か
ら
入
る
の
で
あ
る
。「
入
太
廟
、毎
事
問
」

（『
論
語
』
八
佾
）
こ
れ
は
具
体
的
な
下
学
の
中
身
で
あ
る
。
こ
の
下
学
の
先
に
「
理
」
が
あ
る
。
上
達
と
は
下
学
を
積
む
修
行
者
が
天
の
理
に

到
達
す
る
と
い
う
こ
と
。
だ
が
、
下
学
と
は
聖
人
と
て
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
修
行
で
あ
る
。

『
語
類
』
に
は
「
下
学
」「
上
達
」
を
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
条
も
並
ぶ
。

下
学
上
達
は
是
れ
二
事
と
雖
も
、
只た
是
だ
一
の
理
の
み
。
若も

し
下
学
し
得
て
透と

ほ

ら
ば
、
上
達
は
便
ち
這こ

裏こ

に
在
り
。

下
学
上
達
是
雖
二
事
、
只
是
一
理
。
若
下
学
得
透
、
上
達
便
在
這
裏
。（
楊
道
夫
録
）

下
学
と
は
、
事
な
り
。
上
達
と
は
、
理
な
り
。
理
は
只
だ
事
の
中
に
在
り
。
若も

し
真
に
能
く
下
学
の
事
を
尽
し
得
れ
ば
、
則
ち
上
達
の
理

は
此
に
在
り
。

下
学
者
、
事
也
。
上
達
者
、
理
也
。
理
只
在
事
中
。
若
真
能
尽
得
下
学
之
事
、
則
上
達
之
理
在
此
。（
同
上
）

下
学
は
只た
是
だ
事
の
み
、
上
達
は
便
ち
是
れ
理
な
り
。
下
学
上
達
は
只た

だ
事
物
の
上
に
於
て
理
を
見
る
要べ

し
。
邪
正
是
非
を
し
て
各
ゝ
其

の
弁
有
ら
使し

む
。
若も

し
仔
細
に
省
察
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
所
謂
る
理
な
る
者
は
、
何
れ
従よ

り
し
て
之
れ
を
見
ん
。

下
学
只
是
事
、
上
達
便
是
理
。
下
学
上
達
只
要
於
事
物
上
見
理
。
使
邪
正
是
非
各
有
其
弁
。
若
非
仔
細
省
察
、
則
所
謂
理
者
、
何
従
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而
見
之
。（
周
謨
録
）

下
学
と
上
達
は
二
つ
の
事
項
な
が
ら
、
理
と
い
う
点
で
は
一
致
す
る
。
下
学
と
い
う
事
物
を
通
し
た
工
夫
の
果
て
に
事
物
の
理
に
達
す
る
。

こ
こ
に
下
学
か
ら
上
達
へ
と
連
続
性
を
見
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理
は
是
非
善
悪
の
区
分
け
に
な
る
以
上
、
修
行
者
は
じ
っ
く
り
と

観
察
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
程
伊
川
の
説
い
た
「
理
」
を
工
夫
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
る
か
を
朱
子
は
詳
解
し

て
い
る
。
事
物
の
理
に
は
留
意
し
た
い
と
こ
ろ
。『
或
問
』
に
は
事
の
理
と
あ
っ
た
。
心
の
理
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
語
類
』
の
次
の
問
答
に
も
目
を
向
け
た
い
。

道
理
の
都み

な
我
に
在
る
時
は
是
れ
上
達
な
り
。
譬た

と
へ如

ば
字
を
写
す
に
、
初
め
に
習
ふ
時
は
是
れ
下
学
な
り
。
写
し
得
て
熟
す
る
に
及
び
、

一
点
一
画
都
な
法
度
に
合
ふ
は
、
是
れ
上
達
な
り
。

道
理
都
在
我
時
是
上
達
。
譬
如
写
字
、
初
習
時
是
下
学
。
及
写
得
熟
、
一
点
一
画
都
合
法
度
、
是
上
達
。（
周
明
作
録
）

下
学
し
て
上
達
す
を
問
ふ
。
曰
は
く
、
学
の
至
り
は
、
即
ち
能
く
上
達
す
。
但た

だ
力
を
著
す
、
力
を
著
せ
ざ
る
を
看
る
の
み
。
十
五
に
し

て
学
に
志
す
は
、
下
学
な
り
。
能
く
立
つ
は
、
則
ち
是
れ
上
達
な
り
。
又
た
自

み
づ
か

ら
立
ち
て
学
び
、
能
く
惑
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
上
達
な
り
。

層
層
級
級
と
し
て
達
し
将も

つ

て
去ゆ

け
ば
、
自
然
に
日
に
高
明
に
進
む
、
と
。 

問
、
下
学
上
達
。
曰
、
学
之
至
、
即
能
上
達
。
但
看
著
力
不
著
力
。
十
五
而
志
乎
学
、
下
学
也
。
能
立
、
則
是
上
達
矣
。
又
自
立
而

学
、
能
不
惑
、
則
上
達
矣
。
層
層
級
級
達
将
去
、
自
然
日
進
乎
高
明
。（
張
洽
録
）

下
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
階
梯
に
沿
っ
て
積
み
上
げ
た
結
果
、
一
歩
一
歩
「
熟
」
し
て
行
く
。「
層
層
級
級
」
と
は
階
級
を
幾
重
に
も
重
ね
て

ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
条
は
「
理
」
と
い
う
哲
学
的
な
用
語
を
直
接
使
わ
ず
に
、
例
え
や
論
語
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が
、
工

夫
に
励
む
弟
子
た
ち
に
と
っ
て
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
、
朱
子
は
そ
の
一
方
で
思
弁
的
に
抽
象
理
論
を
も
組
み
立
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て
よ
う
と
す
る
。
次
の
問
答
は
「
形
而
上
」「
形
而
下
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
使
っ
た
例
で
あ
る
。

蔡
問
ふ
、
一
節
の
上
達
有
り
、
全
体
の
上
達
有
り
、
と
。
曰
は
く
、
是
れ
全
体
に
あ
ら
ず
。
只た
是
だ
這こ

の
一
件
の
み
、
理
会
し
得
て
透と

ほ

り
、

那か

の
一
件
も
又
た
理
会
し
得
て
透
り
、
積
み
累
ぬ
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
便
ち
会

か
な
ら

ず
貫
通
せ
ん
。
是
れ
別
に
一
箇
の
大
な
る
上
達
有
る
に

あ
ら
ず
、
又
た
是
れ
下
学
の
中
に
便
ち
上
達
有
る
に
も
あ
ら
ず
。
是
の
下
学
を
須ま

ち
て
、
方は

じ

め
て
能
く
上
達
す
。
今
の
学
ば
ん
と
す
る
者

は
下
学
に
於
て
便
ち
玄
妙
を
要も

求と

む
る
は
、
則
ち
不
可
な
り
。
灑
掃
・
応
対
、
此
に
従よ

り
て
形
而
上
に
到
る
可べ

し
。
未
だ
せ
ず
ん
ば
便
ち

是
れ
形
而
上
な
ら
ん
や
、
と
。

蔡
問
、
有
一
節
之
上
達
、
有
全
体
之
上
達
。
曰
、
不
是
全
体
。
只
是
這
一
件
理
会
得
透
、
那
一
件
又
理
会
得
透
、
積
累
多
、
便
会
貫

通
。
不
是
別
有
一
箇
大
底
上
達
、
又
不
是
下
学
中
便
有
上
達
。
須
是
下
学
、
方
能
上
達
。
今
之
学
者
於
下
学
便
要
求
玄
妙
、
則
不
可
。

灑
掃
応
対
、
従
此
可
到
形
而
上
。
未
便
是
形
而
上
。（
陳
淳
録
）

形
而
上
と
い
う
と
何
か
神
秘
的
で
高
遠
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
何
の
こ
と
は
な
い
、
一
歩
一
歩
確
実
に
形
而
下
の
下
学
を
積
み
重
ね
て

ゆ
く
。
そ
う
し
た
日
頃
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
形
而
上
に
到
る
道
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
は
、
経
書
本
文
を
文
字
通
り
読

み
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
日
頃
の
工
夫
に
結
び
つ
け
、
さ
ら
に
は
理
学
と
い
う
思
弁
的
哲
学
を
構
築
す
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
の
資
料
は
、「
詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
、
曰
、
思
無
邪
」（『
論
語
』
為
政
）
の
解
釈
に
「
下
学
而
上
達
」
を
使
っ
た
ケ
ー
ス
。
詩
経
を
読

む
こ
と
が
下
学
の
第
一
歩
。
着
実
に
習
熟
し
つ
つ
、
自
然
と
一
貫
に
到
達
す
る
。（『
朱
子
語
類
』
巻
二
三
）

若も

し
是
れ
常
人
言
へ
ば
、
只た

だ
一
箇
の
思
ひ
に
邪
無
し
と
道
ふ
の
み
に
し
て
便
ち
了
は
る
、
便
ち
那
の
詩
三
百
を
略
し
了
は
る
。
聖
人
は

是
れ
詩
三
百
に
従
ひ
一
篇
逐ご

と

に
理
会
し
了
は
る
を
須ま

ち
て
、
然
る
後
に
思
ひ
に
邪
無
き
こ
と
を
理
会
す
、
此
れ
所
謂
る
下
学
し
て
上
達
す

る
な
り
。
今
人
は
止た

だ
上
達
に
務
む
る
の
み
。
自

み
づ
か

ら
下
学
を
免
れ
得
ん
と
要ほ

つ

す
。
灑
掃
・
応
対
・
進
退
は
便
ち
天
道
有
り
と
説と
道
く
が
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如ご
と

き
も
、
都み

な
去
き
て
那
の
灑
掃
・
応
対
・
進
退
の
事
を
做な

さ
ず
。
灑
掃
に
到
り
得
れ
ば
、
則
ち
灑
掃
に
安
ぜ
ず
、
進
退
な
れ
ば
則
ち
進

退
に
安
ん
ぜ
ず
、
応
対
な
れ
ば
則
ち
対
応
に
安
ん
ぜ
ず
、
那
の
裏う

面ち

の
曲
折
に
去ゆ

く
処
、
都み

な
鶻
突
に
て
理
会
無
き
に
て
了
は
る
。
這こ

箇れ

須
ら
く
是
れ
去
き
做
し
、
到
り
得
て
熟
し
了
は
り
、
自
然
に
貫
通
す
べ
し
。
這こ

裏こ

に
到
り
て
方は

じ

め
て
是
れ
一
貫
な
り
。

若
是
常
人
言
、
只
道
一
箇
思
無
邪
便
了
、
便
略
了
那
詩
三
百
。
聖
人
須
是
従
詩
三
百
逐
一
篇
理
会
了
、
然
後
理
会
思
無
邪
、
此
所
謂

下
學
而
上
達
也
。
今
人
止
務
上
達
。
自
要
免
得
下
学
。
如
説
道
灑
掃
応
対
進
退
便
有
天
道
、
都
不
去
做
那
灑
掃
応
対
進
退
之
事
。
到

得
灑
掃
、
則
不
安
於
灑
掃
、
進
退
則
不
安
於
進
退
、
応
対
則
不
安
於
対
応
、
那
裏
面
曲
折
去
処
、
都
鶻
突
無
理
会
了
。
這
箇
須
是
去

做
、
到
得
熟
了
、
自
然
貫
通
。
到
這
裏
方
是
一
貫
。（
葉
賀
孫
録
）

そ
れ
で
は
こ
の
あ
た
り
で
、『
論
語
集
注
』
を
使
っ
て
朱
子
の
解
釈
を
ま
と
め
て
み
る
。

夫
子
は
自

み
づ
か

ら
嘆
き
、
以
て
子
貢
の
問
ひ
を
発
す
る
な
り
。
天
に
得
ら
れ
ざ
る
も
、
天
を
怨
み
ず
。
人
に
合
は
ざ
る
も
、
人
を
尤
め
ず
。

但た

だ
下
学
し
て
自
然
に
上
達
す
る
を
知
る
の
み
。
此
れ
但
だ
自

み
づ
か

ら
其
れ
己
に
反か

へ

り
て
自

み
づ
か

ら
修
め
、序
に
循
ひ
て
漸

や
う
や

く
進
む
を
言
ふ
の
み
。

以
て
甚
だ
し
く
は
人
に
異
な
り
て
其
の
知
を
致
す
こ
と
無
き
な
り
。
然
れ
ど
も
深
く
其
の
語
意
を
味
へ
ば
、
則
ち
其
の
中
に
自

お
の
づ
か

ら
人
の

知
る
こ
と
に
及
ば
ず
し
て
天
の
独
り
之
れ
を
知
る
の
妙
有
る
を
見
る
。
蓋
し
孔
門
に
在
り
て
は
惟た

だ
子
貢
の
智
の
み
幾

ほ
と
ん

ど
以
て
此
に
及

ぶ
に
足
る
。
故
に
特た

だ
語
り
以
て
之
れ
を
発
す
る
の
み
。
惜
し
き
か
な
、
其
れ
猶
ほ
未
だ
達
せ
ざ
る
所
有
る
な
り
。
○
程
子
曰
は
く
、
天

を
怨
み
ず
、
人
を
尤
め
ず
、
と
。
理
に
在
り
て
は
当
に
此
く
の
如ご

と

く
あ
る
べ
し
、
と
。
又
た
曰
は
く
、
下
学
し
て
上
達
す
、
と
。
意
は
言

の
表
に
在
り
、
と
。
又
た
曰
は
く
、
学
ば
ん
と
す
る
者
は
須
ら
く
下
学
し
て
上
達
す
る
の
語
を
守
る
べ
し
。
乃
ち
学
の
要
な
り
、
と
。
蓋

し
凡
そ
下
に
人
事
を
学
べ
ば
、
便
ち
是
れ
上
に
天
理
に
達
す
。
然
れ
ど
も
習
ひ
て
察

つ
ま
び
ら

か
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
上
達
す
る
こ
と

能
は
ず
。
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夫
子
自
嘆
、
以
発
子
貢
之
問
也
。
不
得
於
天
而
不
怨
天
。
不
合
於
人
而
不
尤
人
。
但
知
下
学
而
自
然
上
達
。
此
但
自
言
其
反
己
自
修
、

循
序
漸
進
耳
。
無
以
甚
異
於
人
而
致
其
知
也
。
然
深
味
其
語
意
、
則
見
其
中
自
有
人
不
及
知
而
天
独
知
之
之
妙
。
蓋
在
孔
門
、
惟
子

貢
之
智
幾
足
以
及
此
。
故
特
語
以
発
之
。
惜
乎
、
其
猶
有
所
未
達
也
。
○
程
子
曰
、
不
怨
天
、
不
尤
人
。
在
理
当
如
此
。
又
曰
、
下

学
上
達
。
意
在
言
表
。
又
曰
、
学
者
須
守
下
学
上
達
之
語
。
乃
学
之
要
。
蓋
凡
下
学
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。
然
習
而
不
察
、
則
亦

不
能
以
上
達
矣
。

『
集
注
』
本
文
は
、
経
書
を
素
直
に
読
も
う
と
す
る
立
場
が
読
み
取
れ
る
。
階
梯
に
沿
っ
て
積
み
重
ね
る
工
夫
は
「
循
序
漸
進
」
と
い
う
表

現
に
落
ち
着
い
た
。
朱
子
は
子
貢
の
智
慧
を
も
っ
て
し
て
も
孔
子
の
真
意
は
理
解
に
到
ら
な
か
っ
た
と
判
定
し
て
い
る
。

圏
外
で
は
前
節
で
検
証
し
た
二
程
子
の
説
（『
精
義
』
所
引
）
が
採
ら
れ
た
。「
下
学
而
上
達
」
は
学
問
の
眼
目
で
あ
る
。
工
夫
に
よ
り
天
理

に
到
達
す
る
こ
と
は
誰
し
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、「
習
而
不
察
」
実
際
に
は
挫
折
し
ま
う
の
が
厳
し
い
現
実
で
あ
る
。

以
上
、
朱
子
学
的
解
釈
を
考
察
し
て
き
た
が
、「
下
学
而
上
達
」
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
、「
下
学
し
て
上
達
す
」
と
い
う
文
字
通
り
の
訓
読

が
解
釈
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
朱
子
は
こ
の
素
直
な
読
み
を
工
夫
論
と
し
て
活
用
す
る
一
方
、理
の
思
想
を
こ
の
解
釈
に
盛
り
込
ん
だ
。『
集

注
』
に
は
そ
の
こ
と
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）

朱
子
学
的
解
釈
に
対
抗
す
る
形
で
出
現
し
た
の
が
、
陽
明
学
的
解
釈
で
あ
っ
た
。
最
初
に
陽
明
学
の
開
祖
・
王
陽
明
〈
一
四
七
二
～
一
五
二

八
〉
の
説
。
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上
達
の
工
夫
を
問
ふ
。
先
生
曰
は
く
、
後
儒
人
を
教
ふ
る
に
、
纔わ

づ

か
に
精
微
に
渉
れ
ば
、
便
ち
謂
ふ
、
上
達
は
未
だ
当
に
学
ぶ
べ
か
ら
ず
、

且
し
ば
ら

く
下
学
を
説
か
ん
、
と
。
是
れ
下
学
・
上
達
を
分
け
て
二
と
為
す
な
り
。
夫
れ
目
の
見
る
を
得
可べ

く
、
耳
の
聞
く
を
得
可
く
、
口
の

言
ふ
を
得
可
く
、
心
の
思
ふ
を
得
可
き
者
は
、
皆
な
下
学
な
り
。
目
の
見
る
を
得
可
か
ら
ず
、
耳
の
聞
く
を
得
可
か
ら
ず
、
口
の
言
ふ
を

得
可
か
ら
ず
、
心
の
思
ふ
を
得
可
か
ら
ざ
る
者
は
、
上
達
な
り
。
気
の
栽
培
灌
漑
の
如ご

と

き
は
、
是
れ
下
学
な
り
。
日
夜
の
息
す
る
所
、
条

達
暢
茂
す
る
に
至
り
て
は
、
乃
ち
是
れ
上
達
な
り
。
人
安
く
ん
ぞ
能
く
其
の
力
に
預
ら
ん
や
。
故
に
凡
そ
功
を
用
ふ
可
く
、
告つ
語
ぐ
可
き

者
は
皆
な
下
学
な
り
。
上
達
は
只た

だ
下
学
の
裏
に
在
り
。
凡
そ
聖
人
の
説
く
所
は
、
精
微
を
極
む
と
雖
も
、
倶
に
是
れ
下
学
な
り
。
学
ば

ん
と
す
る
者
は
只
だ
下
学
の
裏
従よ

り
功
を
用
ひ
ば
、
自
然
に
上
達
し
去ゆ

か
ん
。
別
に
箇
の
上
達
の
工
夫
を
尋
ぬ
る
を
必
せ
ず
、
と
。

問
上
達
工
夫
。
先
生
曰
、
後
儒
教
人
、
纔
渉
精
微
、
便
謂
、
上
達
未
当
学
、
且
説
下
学
。
是
分
下
学
上
達
為
二
也
。
夫
目
可
得
見
、

耳
可
得
聞
、
口
可
得
言
、
心
可
得
思
者
、
皆
下
学
也
。
目
不
可
得
見
、
耳
不
可
得
聞
、
口
不
可
得
言
、
心
不
可
得
思
者
、
上
達
也
。

如
気
之
栽
培
灌
漑
、
是
下
学
也
。
至
於
日
夜
之
所
息
、
条
達
暢
茂
、
乃
是
上
達
。
人
安
能
預
其
力
哉
。
故
凡
可
用
功
、
可
告
語
者
皆

下
学
。
上
達
只
在
下
学
裏
。
凡
聖
人
所
説
、
雖
極
精
微
、
倶
是
下
学
。
学
者
只
従
下
学
裏
用
功
、
自
然
上
達
去
。
不
必
別
尋
箇
上
達

的
工
夫
。（『
伝
習
録
』
上
）

王
陽
明
は
「
上
達
」
に
つ
い
て
は
多
く
は
語
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
下
学
」
と
「
上
達
」
と
を
分
断
す
る
こ
と
自
体
を
認
め
ず
、
下
学

を
感
覚
の
及
ぶ
範
囲
に
限
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
達
の
工
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。「
上
達
只
在
下
学
裏
」、「
凡
聖

人
所
説
、
雖
極
精
微
、
倶
是
下
学
」
と
、
下
学
と
上
達
と
の
融
合
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
王
陽
明
の
高
弟
で
あ
る
王
畿
〈
一
四
九
八
～
一
五
八
二
〉
の
説
。

上
達
は
只た

だ
下
学
の
中
に
在
る
の
み
。
口
の
言
ふ
可べ

く
、
力
の
致
す
可
く
、
心
思
の
及
ぶ
可
き
は
、
至
り
て
極
精
極
微
と
雖
も
、
皆
な
下
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学
の
事
な
り
。
口
の
言
ふ
能
は
ざ
る
所
、
力
の
致
す
能
は
ざ
る
所
、
心
思
の
及
ぶ
能
は
ざ
る
所
、
之
れ
を
上
達
と
謂
ふ
。
石
居
の
、
天
徳

王
道
と
は
陰
陽
の
迭た

が

ひ
に
運
び
て
其
の
神
な
る
を
知
る
莫
き
こ
と
を
引
き
て
証
と
為
す
は
、
切
な
ら
ざ
る
が
似ご

と

し
。
其
の
惟こ

れ
天
の
命
於あ

あ

穆
う
る
は

し
き
こ
と
已
ま
ず
、
と
曰
ふ
は
、
夫
子
の
上
達
な
り
。
四
時
行
は
れ
百
物
生
ず
る
は
、
夫
子
の
下
学
な
り
。
故
に
曰
は
く
、
我
を
知

る
者
は
天
か
、
と
。
亦
た
是
れ
四
時
百
物
は
即
ち
天
命
の
在
る
所
な
り
。
顕
微
に
間

へ
だ
て

無
き
の
義
な
り
。

上
達
只
在
下
学
中
。
口
之
可
言
、
力
之
可
致
、
心
思
之
可
及
、
雖
至
極
精
極
微
、
皆
下
学
事
。
口
之
所
不
能
言
、
力
之
所
不
能
致
、

心
思
之
所
不
能
及
、
謂
之
上
達
。
石
居
引
天
徳
王
道
陰
陽
迭
運
莫
知
其
神
為
証
、
似
不
切
。
其
曰
惟
天
之
命
於
穆
不
已
、
夫
子
之
上

達
也
。
四
時
行
焉
、
百
物
生
焉
、
夫
子
之
下
学
也
。
故
曰
知
我
者
其
天
乎
。
亦
是
四
時
百
物
即
天
命
所
在
。
顕
微
無
間
之
義
。（『
龍

渓
王
先
生
全
集
』
巻
三
）

冒
頭
に
「
上
達
只
下
学
中
」
と
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
下
学
を
知
覚
で
き
る
範
囲
に
限
る
。
聖
人
の
「
下
学
而
上

達
」
は
衆
人
の
知
覚
ど
こ
ろ
の
次
元
で
は
な
く
、
自
然
や
天
命
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
。
そ
の
結
果
「
我
を
知
る
者
は
其
れ
天
か
」
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。
王
陽
明
は
下
学
と
上
達
と
は
融
合
的
で
あ
る
が
故
に
、
上
達
を
語
ら
な
か
っ
た
が
、
王
幾
は
王
陽
明
の
説
を
一
歩
進
め
て
、
聖
人

の
下
学
上
達
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
発
言
を
し
て
い
る
。

明
代
後
期
、
陽
明
学
の
隆
盛
に
と
も
な
い
、
心
学
的
解
釈
の
四
書
注
釈
書
が
多
数
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
よ
り
主
だ
っ
た
も
の

を
順
次
あ
げ
て
ゆ
き
た
い
。
袁
黄
〈
一
五
三
三
～
一
六
〇
六
〉 

の
説
。

蓋
し
夫
子
の
文
章
は
聞
く
可べ

く
し
て
性
道
は
識
り
難
し
。
故
に
我
を
知
る
莫
し
と
言
ふ
。
子
貢
は
平
生
自

み
づ
か

ら
謂お

も

へ
ら
く
、
智
以
て
聖
人

を
知
る
者
に
足
る
、
と
。
忽

た
ち
ま

ち
其
の
知
る
莫
き
の
嘆
き
を
聞
け
ば
、
則
ち
平
日
の
知
る
所
の
者
は
、
皆
な
其
れ
真
に
非
ず
。
故
に
何
為

れ
ぞ
知
る
莫
き
の
問
ひ
有
り
。
夫
子
の
答
は
全
く
是
れ
性
と
天
道
と
を
以
て
子
貢
に
示
す
。
下
学
す
る
処
は
以
て
人
に
異
な
る
無
く
し
て
、
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上
達
す
る
処
は
則
ち
人
の
知
る
こ
と
に
及
ば
ず
し
て
、
天
独
り
之
れ
を
知
る
。
此
の
処
は
全
く
上
達
に
重
ぬ
。

蓋
夫
子
之
文
章
可
聞
而
性
道
難
識
。
故
言
莫
我
知
。
子
貢
平
生
自
謂
、
智
足
以
知
聖
人
者
。
忽
聞
其
莫
知
之
嘆
、
則
平
日
之
所
知
者
、

皆
非
其
真
矣
。
故
有
何
為
莫
知
之
問
。
夫
子
之
答
全
是
以
性
与
天
道
示
子
貢
。
下
学
処
無
以
異
于
人
、
而
上
達
処
則
人
不
及
知
、
而

天
独
知
之
。
此
処
全
重
上
達
。（『
四
書
刪
正
』
巻
六
） 

「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。
夫
子
之
言
性
与
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
」（『
論
語
』
公
冶
長
）
を
根
拠
に
、
聖
人
の
前
で
は
子

貢
の
聡
明
の
智
す
ら
取
る
に
足
ら
ぬ
が
ご
と
き
で
あ
る
。
聖
人
の
知
と
は
常
人
の
理
解
を
越
え
た
上
達
の
領
域
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
正
し

く
天
の
み
ぞ
知
る
の
で
あ
る
。

続
い
て
は
、
袁
宏
道
〈
一
五
六
八
～
一
六
一
〇
〉
の
説
。

袁
中
郎
曰
は
く
、
子
貢
の
学
は
都み

な
外
面
の
聞
見
の
上
に
在
り
て
工
夫
を
做な

し
て
心
の
上
の
一
貫
の
妙
を
知
ら
ず
。
故
に
吾
が
心
の
理
は

即
ち
天
人
の
理
に
て
、
吾
惟た

だ
求
め
て
以
て
天
に
合
し
求
め
て
以
て
人
に
尽
く
し
て
、
此
の
下
学
の
中
に
就
き
て
上
下
天
人
の
融と

ほ

り
貫
か

ざ
る
無
く
、
其
れ
下
学
を
悟
り
以
て
天
に
達
す
可べ

き
を
欲
す
る
こ
と
を
言
ふ
。
而し

か

し
て
耳
目
見
聞
に
知
る
を
求
む
る
は
、
会

か
な
ら

ず
之
れ
を

吾
が
心
の
独
り
契
す
る
所
を
之
れ
得
る
と
為
す
に
は
如し

か
ざ
る
な
り
、
と
。

袁
中
郎
曰
、
子
貢
之
学
都
在
外
面
聞
見
上
做
工
夫
而
不
知
心
上
一
貫
之
妙
。
故
言
吾
心
之
理
即
天
人
之
理
、
吾
惟
求
以
合
天
求
以
尽

人
、
而
就
此
下
学
中
上
下
天
人
無
不
融
貫
、
欲
其
悟
下
学
可
以
達
天
。
而
求
知
于
耳
目
見
聞
、
会
不
如
求
之
吾
心
所
独
契
之
為
得
也
。

（『
皇
明
百
万
家
問
答
』
下
論
巻
九
所
引
）

子
貢
の
学
は
所
詮
知
覚
の
及
ぶ
形
式
的
な
下
学
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
学
の
急
所
は
心
の
理
で
あ
る
。
こ
の
心
の
理
が
天
の
理
と
連
な
る
一
貫

の
極
致
、
そ
こ
に
は
下
達
と
上
達
と
の
境
界
も
消
え
て
し
ま
う
。
心
を
限
り
な
く
強
調
し
た
解
釈
で
あ
る
。
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次
の
下
学
上
達
の
と
ら
え
方
も
心
学
的
立
場
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
袁
士
瑜
〈
号
、
七
澤
。
？
～
？
〉
の
説
。

蓋
し
当
時
は
道
術
を
談
じ
、
未
だ
嘗
て
上
達
を
貴
ば
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
も
、
之
れ
を
高
遠
に
索
め
、
之
れ
を
苟
難
に
求
む
る
は
、
其
の
未

だ
嘗
て
天
を
知
ら
ざ
る
を
以
て
の
み
。
孔
子
は
縁
に
随
ひ
運
に
任
せ
、
衣
を
着
、
飯
を
喫
し
、
也ま

た
天
を
怨
み
ず
、
也
た
人
を
尤
め
ず
。

世
に
謂
ふ
、
此
れ
尋
常
な
る
下
学
の
み
、
と
。
即
ち
是
れ
上
達
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
所
謂
る
神
通
並
び
妙
用
、
運
水
及
び
搬
柴
、

此
の
義
は
愈
ゝ
浅
く
愈
ゝ
深
し
。

蓋
当
時
談
道
術
、
未
嘗
不
貴
上
達
、
而
索
之
高
遠
、
求
之
苟
難
、
以
其
未
嘗
知
天
耳
。
孔
子
随
縁
任
運
、
着
衣
喫
飯
、
也
不
怨
天
、

也
不
尤
人
。
世
謂
、
此
尋
常
下
学
耳
。
不
知
即
是
上
達
也
。
所
謂
神
通
並
妙
用
、
運
水
及
搬
柴
、
此
義
愈
浅
愈
深
。（『
論
語
義
府
』

巻
一
四
所
引
）

世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
下
学
と
は
聖
人
の
上
達
に
他
な
ら
ぬ
。「
所
謂
神
通
並
妙
用
、
運
水
及
搬
柴
、
此
義
愈
浅
愈
深
」
こ
れ
は
理
屈
で
は

な
い
。
袁
宏
道
の
言
説
に
あ
っ
た
「
心
の
上
の
一
貫
の
妙
」
と
も
言
う
べ
き
か
。
禅
味
の
濃
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

心
学
的
解
釈
の
正
当
性
は
、
理
学
的
解
釈
の
否
定
と
い
う
形
で
も
表
明
さ
れ
た
。
周
延
儒
〈
字
、
玉
縄
。
号
、
挹
齋
。
一
六
一
三
進
士
〉
の

説
。

問
ふ
、
我
を
知
る
は
其
れ
天
か
の
天
の
字
は
、
穹
蒼
の
天
と
作な

し
説
く
者
有
り
。
天
の
字
を
把も

つ

て
理
の
字
と
作
し
、
天
と
は
理
の
み
と
謂

ふ
有
り
。
二
説
は
是ぜ

な
る
や
否
や
、
と
。
周
玉
縄
曰
は
く
、
皆
な
非
な
り
。
我
を
知
る
は
其
れ
天
か
と
は
、
只た
是
だ
下
学
し
上
達
す
る
を

言
ふ
の
み
。
吾
が
心
は
愧
じ
ず
怍
じ
ず
、
天
に
当
た
り
て
違
ひ
背
き
相
ひ
通
ぜ
ざ
る
の
意
無
き
を
覚
ゆ
。
此
れ
所
謂
る
天
の
我
を
知
る
な

り
。
穹
蒼
の
天
と
作
す
が
若ご

と

き
は
我
を
知
る
を
以
て
大
い
に
通
ぜ
ず
。
亦
た
天
の
字
を
把
て
理
の
字
と
作
し
解
く
者
も
倶
に
本
旨
に
非
ず
。

必
ず
須
ら
く
聖
人
自み

づ
か家

ら
の
心
の
上
に
就
き
て
言
ふ
べ
し
、
と
。
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問
知
我
其
天
天
字
、
有
作
穹
蒼
之
天
説
者
。
有
把
天
字
作
理
字
、
謂
天
者
理
而
已
矣
。
二
説
是
否
。
周
玉
縄
曰
、
皆
非
。
知
我
其
天
、

言
只
是
下
学
上
達
。
吾
心
不
愧
不
怍
、
覚
有
当
于
天
而
無
違
背
相
不
通
之
意
。
此
所
謂
天
之
知
我
也
。
若
穹
蒼
之
天
有
以
知
我
大
不

通
。
亦
把
天
字
作
理
字
解
者
倶
非
本
旨
。
必
須
就
聖
人
自
家
心
上
言
。（『
皇
明
百
万
家
問
答
』
下
論
巻
九
所
引
）

「
有
作
穹
蒼
之
天
説
者
」
と
は
、『
集
注
』
系
統
の
注
釈
書
で
あ
る
林
希
元
〈
一
五
一
七
進
士
〉
の
『
四
書
存
疑
』（
論
語
憲
問
）
の
説
で
あ

る
が
、理
を
立
て
る
朱
子
学
的
解
釈
は
否
定
さ
れ
る
。
下
学
し
て
上
達
し
た
結
果
、心
が
恥
じ
な
い
状
態
に
な
り
天
と
通
じ
合
う
、こ
れ
が
「
天

之
知
我
」
の
意
味
で
あ
る
。
心
学
者
は
「
必
須
就
聖
人
自
家
心
上
言
」
や
は
り
「
心
」
な
の
で
あ
る
。

朱
子
学
を
批
判
し
た
、
心
学
的
解
釈
を
も
う
一
例
引
く
。
鄧
以
讃
（
字
、
汝
徳
。
号
、
定
宇
。
一
五
七
二
～
一
五
九
九
）
の
説
。

子
貢
は
平
日
知
を
外
に
求
む
。
曽
て
心
体
上
従よ

り
功
を
用
ゐ
ず
。
我
を
知
る
莫
き
の
嘆
き
は
、
分あ

明き

ら
か
に
是
れ
他
を
喚
び
醒
ま
し
、
之

れ
を
己
に
求
め
使し

め
ん
と
欲
し
、
独
り
知
る
所
の
妙
な
り
。
怨
み
ず
尤
め
ず
と
は
、
正
し
く
是
れ
心
体
に
累

わ
ず
ら

ひ
無
く
、
自み

づ
か家
ら
一
段
の

独
り
其
の
妙
な
る
処
を
見さ

と

る
有
り
。
夫
子
は
意お

も
へ謂

ら
く
、
我
曽
て
人
の
耳
目
の
見
る
所
の
処
従よ

り
知
を
討た

ず

ね
ず
。
只た

だ
心
体
上
従
り
打
ち

得
て
空
浄
し
累
ひ
無
し
。
毎つ

ね

毎づ
ね

下
学
の
処
に
於
て
便
ち
上
達
の
妙
有
り
、
上
達
は
正
し
く
是
れ
心
中
に
妙さ

悟と

る
処
に
て
、
後
章
の
所
謂
る

一
貫
是
れ
な
り
。
我
を
知
る
は
其
れ
天
な
り
と
は
、
猶
ほ
天
と
默
契
す
と
云
ふ
が
ご
と
き
の
み
。
人
の
知
る
は
便
ち
見
る
可べ

き
、
聞
く
可

き
有
り
。
天
の
知
る
は
何
ぞ
曽
て
見
聞
の
言
ふ
可
き
有
ら
ん
。
此
れ
正
し
く
是
れ
人
の
知
る
に
及
ば
ざ
る
の
妙
な
り
、
と
。
程
子
亦
た
云

ふ
、
下
に
人
事
を
学
べ
ば
、
便
ち
是
れ
上
に
天
理
に
達
す
、
と
。
然
れ
ど
も
習
ひ
て
察

つ
ま
び
ら

か
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
上
に
達
す
る

能
は
ず
、
と
。
却
て
甚
だ
分
け
て
曉
れ
り
。
考
亭
曰
は
く
、
序
に
循
ひ
漸

や
う
や

く
進
む
、
と
。
聖
人
の
一
貫
の
学
に
非
ざ
る
な
り
。

子
貢
平
日
求
知
于
外
。
不
曽
従
心
体
上
用
功
。
莫
我
知
之
嘆
、
分
明
是
喚
醒
他
、
欲
使
求
之
己
、
所
独
知
之
妙
也
。
不
怨
不
尤
、
正

是
心
体
無
累
、
自
家
有
一
段
独
見
其
妙
処
。
夫
子
意
謂
、
我
不
曽
従
人
耳
目
所
見
処
討
知
。
只
従
心
体
上
打
得
空
浄
無
累
。
毎
毎
於
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下
学
処
便
有
上
達
之
妙
。
上
達
正
是
心
中
妙
悟
処
、
後
章
所
謂
一
貫
是
也
。
知
我
其
天
、
猶
云
与
天
默
契
耳
。
人
知
便
有
可
見
可
聞
。

天
知
何
曽
有
見
聞
可
言
。
此
正
是
人
不
及
知
之
妙
。
程
子
亦
云
、
下
学
人
事
、
便
是
上
達
天
理
。
然
習
而
不
察
、
則
亦
不
能
以
上
達
。

却
甚
分
曉
。
考
亭
曰
、
循
序
漸
進
。
非
聖
人
一
貫
之
学
矣
。（『
四
書
新
説
国
朝
名
公
答
問
』
下
論
巻
一
〇
所
引
）

心
の
立
場
を
限
り
な
く
重
視
し
て
ゆ
く
と
天
に
到
る
。
こ
れ
は
知
覚
範
囲
が
及
ば
な
い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
悟
り
の
極
地
＝
一
貫
で
あ
る
。

朱
子
学
は
一
貫
に
反
す
る
。
朱
子
学
の
階
梯
を
重
ん
じ
た
学
問
修
養
は
、
支
離
分
裂
で
あ
る
。

結
び
に
、
葛
寅
亮
〈
一
六
〇
一
進
士
〉
の
説
。
学
ぶ
こ
と
が
天
の
世
界
へ
の
創
造
（
無
声
無
臭
之
天
蔵
）
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

夫
子
の
説
く
我
を
知
る
莫
き
と
は
、
是
れ
他か

れ

の
心
下
に
自

お
の
づ
か

ら
独
り
知
る
の
契
り
の
在
る
所
有
り
、
人
の
暁
り
得
る
没な

し
。
故
に
此
れ
が

為た

め
に
嘆
き
、
以
て
子
貢
の
問
ひ
を
発
せ
し
む
。
天
を
怨
み
ず
人
を
尤
め
ず
従よ

り
説
き
下
学
に
到
る
者
は
、
凡
そ
学
ば
ん
と
す
る
者
、
怨

み
尤
む
の
念
打
ち
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
必
ず
闇
に
於
て
力
を
修
め
着
く
能
は
ざ
る
な
り
。
下
学
は
乃
ち
高
明
に
在
ら
ず
し
て
、
卑
下
な
る
処
、

日
用
常
行
の
中
に
て
、
躬
に
反か

へ

り
己
に
切
な
る
学
問
を
做な

す
。
上
は
即
ち
天
を
指
す
。
近
き
に
繇

し
た
が

ひ
自

お
の
づ
か

ら
功
夫
に
徹
し
、
無
声
無
臭

の
天
蔵
に
徹
す
。
達
と
は
此
に
足
り
彼
に
通
ず
。
下
学
做
し
得
て
尽
せ
ば
、
自
然
に
上
に
通
徹
し
去ゆ

く
。
火
を
挙
ぐ
る
者
は
、
但た

だ
下
面

に
薪
を
加
ふ
れ
ば
、
則
ち
火
は
自

お
の
づ
か

ら
上
炎
す
る
が
如ご

と

し
。
此
れ
即
ち
夫
子
の
天
命
時
事
を
知
る
な
り
。

夫
子
説
莫
我
知
、
是
他
心
下
自
有
独
知
之
契
所
在
、
没
人
暁
得
。
故
為
此
嘆
、
以
発
子
貢
之
問
。
従
不
怨
天
不
尤
人
説
到
下
学
者
、

凡
学
者
怨
尤
之
念
打
不
過
、
必
不
能
於
闇
修
着
力
也
。
下
学
乃
不
在
高
明
、
而
在
卑
下
処
、
於
日
用
常
行
之
中
、
做
反
躬
切
己
的
学

問
。
上
即
指
天
。
繇
近
自
徹
功
夫
、
徹
無
声
無
臭
之
天
蔵
。
達
者
足
此
通
彼
。
下
学
做
得
尽
、
自
然
通
徹
上
去
。
如
挙
火
者
、
但
下

面
加
薪
則
火
自
上
炎
。
此
即
夫
子
知
天
命
時
事
也
。（『
論
語
湖
南
講
』
巻
三
）
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お
わ
り
に

中
国
近
世
思
想
史
に
お
い
て
、
朱
子
学
（
理
学
）
と
陽
明
学
（
心
学
）
と
は
双
璧
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
解
釈
史
を
通
し
て
思
想
史
を
語

る
と
き
に
も
、
両
者
の
抗
争
に
な
る
の
が
自
然
の
流
れ
と
な
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
筆
者
が
『
論
語
』「
下
学
而
上
達
」
章
の

注
釈
書
の
調
査
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、『
孟
子
』「
学
問
求
放
心
」
章
の
解
釈
史
を
考
察
し
た
と
き
だ
っ
た
。
詳
細
は
拙
稿
に
譲

る
と
し
て
（【
注
一
】
参
照
）
―
理
を
重
視
し
な
が
ら
、
心
の
た
め
に
学
問
を
尊
ぶ
理
学
的
解
釈
と
「
求
放
心
」
を
「
求
心
」
と
読
み
替
え
心
そ

の
も
の
を
学
問
の
対
象
と
す
る
心
学
的
解
釈
、
両
者
の
せ
め
ぎ
合
い
の
中
で
宋
代
明
代
の
思
想
史
が
綴
ら
れ
る
―
こ
の
流
れ
は
『
論
語
』
下
学

而
上
達
章
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。

確
認
す
る
が
、
両
者
の
最
も
大
き
な
解
釈
の
差
異
は
、
朱
子
学
的
解
釈
が
下
学
を
事
の
理
を
窮
め
る
、
上
達
を
理
に
達
す
る
と
し
た
の
に
対

し
、
陽
明
学
的
解
釈
が
下
学
に
お
け
る
心
の
理
を
重
宝
し
、
上
達
を
悟
り
の
極
致
―
正
し
く
そ
れ
は
禅
の
頓
悟
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
―
、
下

学
と
上
達
と
の
融
合
を
唱
え
た
点
に
あ
る
。
確
か
に
朱
子
に
も
「
下
学
上
達
是
雖
二
事
、
只
是
一
理
。
若
下
学
得
透
、
上
達
便
在
這
裏
」（『
語

類
』
前
掲
）
と
、
下
学
と
上
達
と
を
切
り
離
す
こ
と
に
抵
抗
感
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
理
を
立
て
た
が
ゆ
え
に
二
事
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。「
下

学
」
と
い
う
現
実
の
工
夫
と
「
上
達
」
と
い
う
理
想
の
達
成
と
は
、
重
な
り
合
い
な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
線
引
き
が
消
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

朱
子
は
理
を
分
断
す
る
と
し
て
謝
良
佐
の
説
を
糾
弾
し
た
が
、
朱
子
と
て
完
全
合
致
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
線
引
き
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
朱
子
は
理
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
階
梯
に
基
づ
く
学
問
論
を
解
釈
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
た
と
も
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
注
釈
書
の
調
査
を
進
め
る
に
当
た
り
、
一
つ
意
外
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
双
璧
同
士
の

抗
争
の
根
底
に
は
、
心
を
め
ぐ
る
立
場
の
違
い
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
冒
頭
に
掲
げ
た
程
明
道
の
説
「
聖
賢
千
言
万
語
只
是
欲
人
将
已
放
之
心
、
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約
之
使
反
復
入
身
来
。
自
能
尋
向
上
去
、
下
学
而
上
達
也
」
も
心
に
関
す
る
思
索
、
宋
代
に
お
け
る
心
性
論
の
確
立
の
過
程
で
、
朱
子
に
よ
っ

て
『
集
注
』
に
採
用
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
下
学
而
上
達
」
も
心
性
論
を
絡
め
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
敷
衍
は
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
朱
子
の
心
性
論
の
大
前
提
と
な
っ
た
孟
子
の
性
善
説
の
議
論
が
再
燃
す
る
こ
と
を
筆
者
は
期
待
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
調
査
の
結
果
こ
の
章
に
性
善
説
を
関
連
さ
せ
た
解
釈
は
、
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
っ
た
。【
注
二
】
前
述
し
た
『
集
注
』
の
内
容
は
、
明
ら

か
に
心
性
論
の
議
論
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
は
『
集
注
』
を
扱
う
時
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
朱
子
は

『
集
注
』
を
綴
る
時
に
そ
の
解
釈
態
度
は
実
に
慎
重
で
あ
る
。
経
書
の
あ
る
条
が
、
朱
子
教
団
の
中
で
抽
象
的
な
哲
学
的
議
論
に
発
展
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、『
集
注
』
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、『
集
注
』
に
採
用
さ
れ
る
場
合
は
、
圏
外
に
採
ら
れ
る
、「
愚
按
」
と
い

う
謙
虚
な
筆
使
い
で
扱
わ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
朱
子
以
降
の
朱
子
学
的
解
釈
に
対
す
る
評
価
は
と
も
か
く
と
し
て
、
朱
子
の
胸
中
に

は
「
四
書
を
素
直
に
読
む
」
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
四
書
は
そ
れ
だ
け
貴
重
な
書
物
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
う
し
た
朱
子
の
一
般
論
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
は
別
と
し
て
、
解
釈
に
際
し
て
心
性
論
が
抑
制
さ
れ
た
の
は
、
も
う
一
つ
別
の
理
由

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
下
学
而
上
達
」
の
経
文
自
体
が
、
下
と
上
が
対
概
念
で
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
ベ
ク
ト
ル
の
方
向
が
下
か
ら
上
に
な

っ
て
い
る
た
め
に
、
下
学
か
ら
上
達
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
読
み
を
容
易
に
読
者
に
予
想
さ
せ
る
。
こ
の
文
字
通
り
の
読
み
が
、
階
梯
を
重

ん
じ
て
学
ぶ
と
い
う
朱
子
の
工
夫
論
と
一
致
し
、
心
性
論
で
は
な
く
、
学
問
論
と
し
て
色
彩
が
強
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
筆
者
は
一
つ
の
疑
問
を
感
じ
る
。
次
の
条
を
読
ま
れ
た
い
。

問
ふ
、
明
道
言
ふ
、
下
学
し
て
上
達
す
、
と
。
意
は
言
の
表
に
在
り
、
と
。
曰
は
く
、
意
は
言
の
表
に
在
り
と
は
、
如も

し
下
学
が
只た
是
だ

下
学
の
み
な
ら
ば
、
如
何
ぞ
便
ち
上
達
を
会え

ん
や
。
自

み
づ
か

ら
是
れ
言
語
も
て
形
容
し
得
ず
。
下
学
上
達
は
是
れ
両
件
の
理
と
雖
も
、
透
徹
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た
る
廝
合
を
会
得
す
れ
ば
、
只
だ
一
件
の
み
。
下
学
は
是
れ
事
な
り
。
上
達
は
是
れ
理
な
り
。
理
は
事
の
中
に
在
り
、
事
は
理
の
外
に
在

ら
ず
。
一
物
の
中
、
皆
な
一
理
を
具
ふ
。
那
の
物
の
中
に
就
き
て
箇
の
理
を
見
得
せ
ば
、
便
ち
是
れ
上
達
な
り
。
大
に
し
て
之
れ
を
化
す
、

之
れ
を
聖
と
謂
ひ
、
聖
に
し
て
之
れ
を
知
る
可べ

か
ら
ざ
る
を
之
れ
神
と
謂
ふ
が
如ご

と

し
。
然
れ
ど
も
亦
た
人
倫
日
用
の
中
を
離
れ
ず
、
但た

だ

人
の
所
謂
る
学
を
尽
く
す
こ
と
能
は
ざ
る
を
恐
る
る
の
み
。
果
た
し
て
能
く
学
べ
ば
、
安
く
ん
ぞ
上
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。 

問
、
明
道
言
、
下
学
而
上
達
。
意
在
言
表
。
曰
、
意
在
言
表
、
如
下
学
只
是
下
学
、
如
何
便
会
上
達
。
自
是
言
語
形
容
不
得
。
下
学

上
達
雖
是
両
件
理
、
会
得
透
徹
廝
合
、
只
一
件
。
下
学
是
事
。
上
達
是
理
。
理
在
事
中
、
事
不
在
理
外
。
一
物
之
中
、
皆
具
一
理
。

就
那
物
中
見
得
箇
理
、
便
是
上
達
。
如
大
而
化
之
之
謂
聖
、
聖
而
不
可
知
之
之
謂
神
。
然
亦
不
離
乎
人
倫
日
用
之
中
、
但
恐
人
不
能

尽
所
謂
学
耳
。
果
能
学
、
安
有
不
能
上
達
者
。（『
語
類
』
巻
四
四
、
徐
寓
録
）

朱
子
は
『
集
注
』
圏
外
に
「
意
在
言
表
」
と
い
う
程
明
道
の
説
を
採
用
し
た
。
こ
の
言
葉
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
べ
き
な
の
か
。
何
故
に

『
集
注
』
に
採
用
さ
れ
た
の
か
。『
或
問
』
の
中
に
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
徐
寓
の
記
録
し
た
条
を
読
ん
で
も
、
後
半
部
分
で
朱
子
は
理
の
哲
学
に
基
づ
い
て
学
問
の
重
要
性
を
懸
命
に
唱
え
て
い
る
が
、

こ
の
程
明
道
の
説
に
関
し
て
は
、「
自
是
言
語
形
容
不
得
」
と
語
り
、
言
葉
で
説
明
す
る
限
界
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
同
じ
く
『
語

類
』
巻
四
四
に
は
、

程
子
曰
は
く
、
下
学
し
て
上
達
す
、
意
は
言
の
表
に
在
り
、
と
。
何
ぞ
や
、
と
。
曰
は
く
、
其
の
言
以
て
其
の
意
を
知
る
に
因
れ
ば
、
便

ち
是
れ
下
学
し
上
達
す
、
と
。

程
子
曰
、
下
学
上
達
、
意
在
言
表
、
何
也
。
曰
、
因
其
言
以
知
其
意
、
便
是
下
学
上
達
。（
陳
淳
録
）

問
ふ
、
意
は
言
の
表
に
在
り
と
は
、
是
れ
如
何
、
と
。
曰
は
く
、
此
れ
亦
た
説
く
可べ

き
無
し
。
那
の
下
学
し
上
達
す
る
を
説
け
ば
、
便
ち
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是
れ
意
は
言
の
表
に
在
り
了
は
る
、
と
。

問
、
意
在
言
表
是
如
何
。
曰
、
此
亦
無
可
説
。
説
那
下
学
上
達
、
便
是
意
在
言
表
了
。（
輔
廣
録
）

と
い
う
条
も
残
っ
て
い
る
の
だ
が
、
朱
子
の
返
答
は
い
ず
れ
も
歯
切
れ
が
悪
い
。【
注
三
】

実
は
こ
こ
に
朱
子
の
『
集
注
』
作
成
の
苦
心
が
潜
ん
で
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
次
の
黄
式
三
〈
一
七
八
九
～
一
八
六
二
〉
の
説
を
読
ま
れ

た
い
。程

朱
二
子
は
謂お

も

へ
ら
く
、
聖
人
自

み
づ
か

ら
道
を
悟
り
て
精
微
な
り
と
言
ひ
、
黙
し
て
理
と
契
る
、
と
。
之
れ
を
申
ぶ
る
者
は
元
眇
を
説
き
、

怨
み
ず
尤
め
ず
の
語
に
於
る
も
亦
た
未
だ
融
貫
せ
ず
…
式
三
謂お

も

へ
ら
く
、
元
眇
の
説
は
、
即
ち
頓
悟
の
由
り
起
く
る
所
な
り
、
と
。

程
朱
二
子
謂
、
聖
人
自
言
悟
道
精
微
、
黙
与
理
契
。
申
之
者
説
元
眇
、
於
不
怨
不
尤
之
語
亦
未
融
貫
…
式
三
謂
、
元
眇
之
説
、
即
頓

悟
所
由
起
也
。（『
論
語
後
案
』
憲
問
巻
一
四
）

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
朱
子
の
学
問
論
、
工
夫
論
は
階
梯
を
重
ん
じ
身
近
な
も
の
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
ゆ
く
と
い
う
堅
実
な
も
の

で
あ
り
、
朱
子
は
修
行
者
に
対
し
て
「
理
」
と
い
う
最
終
目
標
ま
で
明
示
し
た
。
だ
が
、
そ
の
上
が
っ
て
ゆ
き
達
し
た
極
致
に
つ
い
て
の
説
明

は
、「
熟
」「
自
然
」「
一
貫
」
と
い
っ
た
抽
象
語
を
使
い
、
具
体
性
に
欠
け
て
い
る
。
朱
子
は
「
只
是
這
一
件
理
会
得
透
、
那
一
件
又
理
会
得
透
、

積
累
多
、
便
会
貫
通
」（『
語
類
』
前
掲
）
と
も
語
っ
て
い
た
が
、
ど
の
段
階
ま
で
積
み
上
げ
て
ゆ
け
ば
貫
通
す
る
の
か
、
貫
通
と
は
い
か
な
る

極
致
な
の
か
、
朱
子
は
語
ろ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
体
得
者
（
聖
人
）
し
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
瞬
間
は
ス
ー
と
現
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
反
朱
子
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
正
に
禅
の
頓
悟
で
あ
る
。
黄
式
三
の
批
判
は
こ
の
点
を
突
い
た

の
で
あ
る
。

朱
子
は
こ
の
批
判
を
か
わ
す
た
め
に
も
、
仏
教
と
の
違
い
を
強
調
す
る
。
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是
の
下
学
を
須ま

ち
て
、
方は

じ

め
て
能
く
上
達
す
。
然
れ
ど
も
人
亦
た
下
学
す
れ
ど
も
上
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
有
る
は
、
只た

だ
下
学
し
得

て
是
当
な
ら
ざ
る
に
縁よ

る
。
若も

し
下
学
し
得
て
是
当
な
れ
ば
、
未
だ
上
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
有
ら
ず
。
釈
氏
は
只
だ
上
達
を
説
く
の
み

に
し
て
、
更
に
下
学
を
理
会
せ
ず
。
然
れ
ど
も
下
学
を
理
会
せ
ず
ん
ば
、
如
何
ぞ
上
達
せ
ん
や
。

須
是
下
学
、
方
能
上
達
。
然
人
亦
有
下
学
而
不
能
上
達
者
、
只
縁
下
学
得
不
是
当
。
若
下
学
得
是
当
、
未
有
不
能
上
達
。
釈
氏
只
説

上
達
、
更
不
理
会
下
学
。
然
不
理
会
下
学
、
如
何
上
達
。（『
語
類
』
巻
四
四
、
楊
道
夫
録
）

こ
う
し
た
仏
教
に
対
す
る
攻
撃
は
、「
釈
氏
唯
務
上
達
、
無
下
学
」「
仏
氏
不
従
理
来
」（
前
掲
『
精
義
』）
と
北
宋
儒
者
の
説
に
も
あ
っ
た
。

朱
子
は
上
達
の
前
段
階
と
し
て
の
下
学
を
重
視
し
、
下
学
の
内
容
を
力
説
す
る
。
階
梯
に
よ
る
工
夫
を
積
む
こ
と
、
こ
れ
が
何
の
前
提
も
な
く

一
気
に
上
達
の
極
致
に
達
す
る
仏
教
と
の
決
定
的
な
違
い
で
あ
り
、
こ
の
工
夫
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
理
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
程
明
道
の
「
意
在
言
表
」
を
再
読
し
て
み
る
と
次
の
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
聖
人
の
心
は
、「
下
学
而
上
達
」

と
い
う
経
書
の
言
葉
の
中
に
完
結
さ
れ
て
い
る
。「
聖
人
の
真
意
は
言
葉
の
表
面
に
出
て
い
る
（
意
は
表
に
在
り
）」
わ
け
だ
か
ら
、
修
行
者
は

理
と
い
う
大
目
的
に
到
達
す
る
方
向
性
を
こ
の
言
葉
か
ら
読
み
取
り
、
工
夫
に
励
む
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
工
夫
を
重
ね
た
結
果
、
理
に
達
し

た
と
き
の
極
致
と
い
う
の
は
、
理
屈
で
は
説
明
が
で
き
な
い
こ
と
を
「
意
在
言
表
」
の
四
字
を
用
い
て
朱
子
は
暗
示
し
た
。
つ
ま
り
「
意
在
言

表
」
は
、「
経
書
を
読
む
こ
と
は
重
要
な
工
夫
で
あ
り
、
我
々
は
理
を
立
て
る
が
、
そ
れ
は
禅
と
は
異
な
る
」
と
い
う
朱
子
の
思
想
を
凝
縮
し

た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

思
う
に
「
聖
人
学
ん
で
至
る
べ
し
」
は
人
間
の
善
な
る
性
に
絶
対
の
信
頼
を
置
い
た
標
語
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
べ
し
」
な
の
で
あ
っ

て
「
至
れ
り
」
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
頓
悟
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
朱
子
は
「
意
在
言
表
」
で
筆
を
止
め
た
わ
け
で
あ
る
。
下
学
と
い
う

工
夫
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
上
達
し
た
、
理
に
至
っ
た
、
聖
人
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
は
悟
り
で
あ
る
。「
至
る
べ
し
」
で
あ
る
以
上
、
現
実
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の
工
夫
と
理
想
の
達
成
と
の
線
引
き
は
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
朱
子
の
解
釈
に
忠
実
に
従
え
ば
、『
論
語
』
本
文
は
「
下
学
し
て
上
達
せ
ん

と
す
」
と
い
う
訓
読
に
な
ろ
う
。

（
茨
城
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭
）

注【注
一
】
拙
稿
「『
孟
子
』
学
問
求
放
心
章
に
つ
い
て
」（『
陽
明
学
』
第
一
五
号
、
二
松
学
舎
大
学
陽
明
学
研
究
所
／
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
注
二
】
次
に
挙
げ
る
高
攀
龍
〈
一
五
六
二
～
一
六
二
六
〉
の
説
の
み
で
あ
っ
た
。「
善
即
生
生
之
易
也
。
有
善
而
後
有
性
。
学
者
不
明
善
。
故
不
知
性
也
。
夫
善

洋
洋
乎
盈
眸
而
是
矣
。
不
明
此
、
則
耳
目
心
志
、
一
無
著
落
処
、
其
所
学
者
、
偽
而
已
矣
。
然
其
機
竅
在
於
心
。
人
心
反
復
入
身
来
、
故
能
向
上
尋
去
、
下

学
而
上
達
也
。」（『
明
儒
学
案
』
巻
五
八
「
東
林
学
案
」
所
収
）

【
注
三
】『
論
語
集
注
４
』（
土
田
健
次
郎
訳
注
／
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、「
下
学
上
達
、
意
在
言
表
」
を
「〈
地
道
に
学
ん
で
高
い
境
地
に
達
す
る
〉

の
意
味
は
、
こ
の
語
自
体
か
ら
お
の
ず
と
出
て
く
る
」
と
口
語
訳
し
、「
朱
子
の
弟
子
も
こ
の
語
の
意
味
を
疑
問
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
と
に
か

く
こ
の
語
の
意
味
を
玩
味
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
一
〇
〇
頁
）
と
の
解
説
が
あ
る
。




